
教科 学年

理科 1

１　科目の目標と評価の観点

目標

２　学習計画と観点別評価基準

2

・生物の多様性と共通性に関心
をもち、主体的に学習に取り組
める。

エネルギーと代謝に関心をも
ち，主体的に学習に取り組め
る。

呼吸と光合成に関心をもち，主
体的に学習に取り組める。

体内環境の維持のしくみに関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

体内での情報伝達と調節に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

遺伝情報の発現に関心をもち，
主体的に学習に取り組める。

遺伝情報の複製と分配に関心を
もち，主体的に学習に取り組め
る。

・グラフや図から、内部環境の
変化を読み取り、どのような器
官や神経、ホルモンのはたらき
によるものか気づき，説明する
ことができる。

・腎臓及び肝臓での血液浄化の
仕組みを文章化できる。また、
魚類の体液調節を浸透圧から説
明できる。また、吸収率および
再吸収率を計算できる。

・抗原の体内侵入時に，抗体産
生量の変化を示したグラフか
ら，同じ感染症に再びかかりに
くくなる理由を考えることがで
き、抗原接種時に抗体量の変化
を推測した考えることができ
る。抗原の体内侵入時に，抗体
産生量の変化を示したグラフか
ら，同じ感染症に再びかかりに
くくなる理由を考えることがで
き、抗原接種時に抗体量の変化
を推測した考えることができ
る。

・酸素解離曲線を理解できる。 免疫のはたらきに関心をもち，
主体的に学習に取り組める。

２
学
期

(

2
4

)

内部環境が神経系・内分泌系免
疫系により調節され、さらに肝
臓や腎臓などの器官がどのよう
に関連するか学習する。

遺伝情報とDNAに関心をもち，
主体的に学習に取り組める。

・自律神経系と内分泌系のはた
らきによって血液浄化・血糖濃
度・浸透圧等が調節されるしく
みを理解する。

・糖尿病等の現代病の原因を理
解する。

・血液凝固のはたらきについて
理解する。

・体内での情報伝達が，からだ
の状態の調節に関係しているこ
とを理解し、自律神経系と内分
泌系が，からだを調節するしく
みを理解する。

・自然免疫・適応免疫のしくみ
と，そこにはたらく細胞の役割
を理解し、免疫記憶のしくみを
理解する。

・免疫のはたらきが低下したり
過敏になったりすることで起こ
る病気や感染症の歴史、免疫の
仕組みの発見とそれを利用した
医療について理解する。

定期考査

3編　ヒトの体の調節
1章　体内環境と情報伝達
　体内環境
　神経系による情報伝達
　ホルモンによる情報伝達
　血糖濃度の調節

2章　免疫のはたらき
　免疫のしくみ
　免疫の応用
　免疫とさまざまな疾患

2章　生物とエネルギー
　生体とＡＴＰ
　生体内の化学反応
　呼吸と光合成

・原核生物を含めた多様な生物
の比較に基づいて、すべての生
物に見られる特徴について考
え、共通性を見いだすことがで
きる。

・動物や植物のエネルギーの獲
得方法を参考にしながら，菌・
類や細菌がどのようにエネル
ギーを獲得しているかを説明で
きる。

・シャルガフの法則から塩基の
相補性などのDNAの構造の特徴
を見いだすことができる。
・DNAの塩基配列と対応するタ
ンパク質のアミノ酸配列を示し
た資料に基づいて，DNAの塩基
配列とタンパク質のアミノ酸配
列との関係を見いだすことがで
きる。
・細胞分裂前後のDNA量の変化
を模式図から考察できる。
・DNAの正確な複製には塩基の
相補性が利用されていることに
気づき，説明できる。

2編　遺伝子とそのはたらき
1章　遺伝情報とＤＮＡ
　生物と遺伝子
　ＤＮＡの構造
　ＤＮＡの複製と分配

2章　遺伝情報とタンパク質
　タンパク質
　ＤＮＡとタンパク質の合成
　細胞分化と遺伝子

・DNAの特徴的構造と分裂する
際の合理性を理解し、塩基配列
が遺伝情報となっていることを
理解する。

・DNAの遺伝情報をもとに転
写・翻訳の過程を理解する。
・DNAが半保存的複製という方
法によって正確に複製されるこ
とを理解する。

・体細胞分裂の過程でDNAが複
製され，分配されることを理解
する。

1編　生物の特徴
1章　生物の多様性と共通性
　生物の多様性
　生物の共通性
　細胞の特長

１
学
期
（

2
2
）

・細胞小器官の形態的な特徴と
機能を正確に理解している。

・生物の系統について理解して
いる。

・生命活動にはATPが必要であ
り、その供給するしくみについ
て理解している。

・呼吸・光合成の仕組みと意義
を理解している。

・酵素の特性と代謝が全て酵素
の作用により進行していること
を理解する。

・実験を行い、酵素の性質を確
かめる。

・細胞の定義と働き・発見の歴
史を理解する。

・生物の多様性の原因と系統及
び系統樹について理解する。ま
た、その根拠を理解する。

遺伝子の構造と働き及び遺伝子
がどのように発見され、現在ど
のように応用されているのかを
理解する。

評価の
観点

学習内容
観点別評価基準

学期

単位数

2

学習のねらい

使用教科書

生物基礎（東京書籍）

主な使用補助教材

セミナー生物基礎
スクエア最新図説生物

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

科目

生物基礎

生物の特徴とそれを取り巻く環境について理解させ，基本的な知識および定義の習得と思考を図り，生物と人間活動を含めた環境との関係について認識を深め，
自然現象や体内で起こっている現象を生物学的に考察する能力を培い，生命の不可思議さを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる.

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身
につける過程において，積極的に学習に取り組んでい
るか。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる
思考力・判断力・表現力などを身につけているか。

知識の習得や知識の概念的理解，実験操作の基本的な
技術の習得ができているか。



学習内容
観点別評価基準

学期 学習のねらい
主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考力・判断力・表現力

2

1

植生の分布とバイオームに関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

多様な生物がどのように環境と
関わっているかを理解し、その
関わりが失われた場合、人間活
動にどのような影響が生じるの
か理考える力と知識を身に付け
させる。

植生と遷移に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

・遷移の過程を示した資料をも
とに，裸地から森林に移り変わ
る要因，植生の樹種が交代する
要因について考察し，説明でき
る。植生調査の結果のグラフか
ら，遷移の進行と植物種の変化
の関係について考察することが
できる。ギャップや二次遷移が
一次遷移に比べて速く進行する
理由を考え，説明することがで
きる。

・地球の気温が上昇すると，バ
イオームがどのように変化する
かを推測することができる。

・生態系における個体数の変化
を調べた実験結果に基づき，あ
る生物が種多様性に対して果た
す役割を考察し，説明できる。

・炭素循環の停滞が地球温暖化
の要因の一つである可能性があ
ることを説明できる。

・外来生物の移入前後の在来魚
の漁獲量の変化を示した資料を
もとに，外来生物が在来魚に与
えた影響を考察し，説明でき
る。

4編　生物の多様性と生態系
1章　植生と遷移
　植生とその環境
　植生の遷移
　遷移とバイオーム
　

2章　生態系と生物の多様性
　環境と生物のかかわり
　生物間の関係
　生態系とかく乱
　生態系の保全

３
学
期

(

１
9

)

・様々な植生とその特徴および
遷移過程・遷移要因について理
解する。

・バイオームを理解し、世界
（日本を含む）に見られる多様
なバイオームが，気温と降水量
の違いに起因して成立している
ことを理解する。
とくに日本にいける照葉樹と夏
緑樹の葉の比較」などから，照
葉樹と夏緑樹の葉の違いを確か
める。

・生態系がどのように構成され
ているのかを理解し、生態系に
おいて種の多様性が維持されな
ければいけない理由を理解す
る。

・物質循環がどのように起こる
かを理解し、エネルギー循環と
の違いについて理解する。
・生態系のバランスが保たれて
いるとはどのような状態かを理
解する。

・生態系の保全のために，どの
ような活動が行われているかを
理解する。開発が生態系に及ぼ
す影響について話し合い，理解
を深める。

定期考査

定期考査

生態系のバランスと保全に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

物質循環とそこから派生する環
境問題に関心をもち，主体的に
学習に取り組める。

生態系と生物の多様性に関心を
もち，主体的に学習に取り組め
る。


